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青 木　未 知

　2008年度まで協同総研事務局として働
き、2009年４月から１年間、ドイツでの有
機農業研修に行ってきました。帰国後はセ
ンター事業団へ復帰し、昨年９月から今月
まで協同総研のお手伝いをしてきました。
一度経験していたとはいえ、研究所は、事
務所が同じになった連合会やセンター事業
団と連動して業務を進める体制となり、業
務が多様化していました。特に、農工大と
の共同研究や、それと関係する協同労働に
よる農山村の再生研究プロジェクト、「協
同の発見」編集会議が研究者会員のアドバ
イスを元に進められていること、法制化の
動きと相まって各地で協同労働のネット
ワークや研究会が組合員以外の方々と進め
られている点は、協同総研にとっても大き
く変わった点だと感じました。
　昨年12月には細越さんが入職し、田嶋専
務を含めると常勤事務局員は４名となり、
にぎやかな二ヶ月間でした。隣では回転
しっぱなしのセンター事業団のコピー機が
鳴り響き、静かな赤羽時代とは全く異なる
環境です。
　また昨年の協同集会を終えてから、毎日
紙面の新聞記事を配ってもらったり、本を
読みまわしたりと、日常の業務が日々の社
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会勉強と連動せざるを得ない「理論と実践
の融合」を目指しながらの業務は示唆的で
した。
　２月からはセンター事業団で「食・農・
環境」事業を中心に活動しますが、同じ事
務所内におりますので、顔を見たら声をか
けてください。集会などで「戻ってきたん
だね」と声をかけてくださった皆さん、あ
りがとうございました。嬉しかったです。
今後もよろしくお願いいたします。
　ドイツでの私の農業研修報告が３月号に
掲載予定です。皆さま、お楽しみに。

榎 本　木 綿
　昨年末から日本でも寒波が押し寄せ、特
に日本海側を中心に積雪被害が報告されて
います。東京でも通勤路の水たまりが凍て
つき、凍えながら足早に歩くなか、路上や
高速のガード下などで、行き交う人びとに
背を向けて小さく丸まって眠っている路上
生活者の人たちを目にします。昨年は恒例
になりつつあった年越し「派遣村」が実施
されず、彼らはどこでどう年を越すのだろ
うと気掛かりなまま年を越しました。
　ちょうど昨年末から朝日新聞で「孤族の
国」というシリーズが開始され、超高齢化
時代を迎え、単身世帯が急増する社会のな

　新年あけましておめでとうございます。
　　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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　　　　研究所活動日誌

12/01（水）　細越事務局員・協同総研入職

12/02（木）　蔦谷栄一氏訪問（農林中金総合研

究所：島田、古谷、田嶋、榎本）

／ワーカーズコープまめのきヒア

リング（田嶋）

12/03−04（金−土）　センター事業団代表者会

議／12・3反失業・仕事おこし大

集会 in 豊島公会堂

12/05（日）　日本社会連帯機構設立記念総会

12/06（月）　明治大学「協同組合マネジメント

論」講義（朝岡理事、山崎、安、

田嶋）／市民会議埼玉「協同労働

と市民自治を考える地域研究会」

会議（富沢氏、北島氏、大高氏、

田嶋、青山、須賀）

12/07（火）　杉村　宏氏生（法政大学）訪問（田

嶋、細越、須賀）

12/08（水）　協同総研事務局会議

12/10（金）　協同総研上半期監査／センター事

業団組合員アンケート打合せ（大

高氏、北島氏）

12/11（土）　第２回協同総研理事会

12/13（月）　明治大学「協同組合マネジメント

論」講義（朝岡理事、田嶋）

12/15（水）　ワーカーズコープまめのきヒアリ

ング（田嶋）

　　　　新入会員（2010.12.1 ～ 12.31 ）

個人会員３名（敬称略）
　牧野 祥二郎 （ ワーカーズコープ・センター事業

団、関心事：労働法、労働経済）
　吉富 啓一郎（広島中央保健生協理事長）

　細越 雄二 （ 協同総合研究所、関心事：労
働法、労働政策、社会保障）

購読会員１団体
　民主主義社会研究所（韓国）

かで地域や職場、家庭とのつながりが途切
れてしまった人たちについて連載されてい
ますが、単身で暮らす自分だっていつこう
した境遇に陥ったっておかしくないなと思
いながら読んでいます。
　家族を持つか否かの選択はともかく、収
入や不安定な仕事により家族を持てない境
遇にある人たちが急増していることは事実
です。しかし現行の社会保障では家族とい
うネットが前提とされており、単身者は安
心して暮らすことはできません。やはり介

護保険や生活保護制度など、社会保障制度
の拡充が必要です。また、たとえ家族や親
戚がいなくとも、地域で支え合える、コミュ
ニティの絆の強化が不可欠です。一人でも
暮らしやすい社会とは誰にとっても暮らし
やすい社会なのではないかなと、年の瀬に
独り大掃除をしながら実感しました。ン十
年後の自分のためにも、だれもが安心して
暮らせるまちを皆さんと創っていきたいで
す。2011年、今年もどうぞよろしくお願い
します。
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